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究により、第6回日本1BM科学賞を受賞した。   
格子ゲージ理論の研究においては、平成3年6月完成の並列計算機QCDPAXが順調に  
稼働を続け、高エネルギー物理学研究所プロジェクト研究による同研究所設置汎用ベクトル  











3月に着工している。   
【1】格子ゲージ理論   
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囲1：クオーク質量20MeVに於ける訂，P中間子及び横子（〃〕の質量の  
格子サイズ依存性。実線はm上＝m00＋亡／がによるフィットの結果。  
山 2 －   
（2）格子qCDの相構造におけるフレーバー数依存性   
換込群の摂動計算に基づき、qCDはクオークのフレーバー数がある上限値を越える  
と閉じ込め相を失う可能性があることが従来より指摘されていた。岩崎・金谷・酒井・   
吉江は、Wilsonクオーク作用を用いた格子QCDの数値シミュレーションにより、   
クオークの閉じ込めとフレーバー数の関係の非摂動的研究を行ない、フレーバー数が   
7以上の場合強結合極限でもクオークが閉じ込められないことを示した（論文4〕。ま  
た、有限温度の非閉じ込め相転移をカイラル極限で調べ、その相転移の次数がフレー  
バー数6の時には一次であるが、フレーバー数2の時には二次であることを明らかに   
した（論文7）。  
（3）K中間子Bパラメータの格子qCD計算  
Ⅸ中間子Bパラメータは、弱い相互作用に於ける CP非保存パラメータ亡に関係   
する量である。この値を確定することにより、トップクォークの質量とクオーク混合  
を規定するCabibbo・小林・益川行列に強い制限を加えることができることから、こ   









（4）SU（3〕ゲージ理論の有限温度相転移   
SU（3〕格子ゲージ理論は、qCDに於いてクオーク質量を無限大とした極限と考えら   


























【21共形場の理論   






















































－ 5 一   
（4）ソリトン方程式とW代数   
伊藤は、共形場理論の肘称性であるVirasoro代数やその拡張の研究を、ソリトン方  
程式の分類に用いられるA侃neLie代数のハミルトニアン縮約を用いて行った。特に   
起弦理論との関係から、N＝2超共形代数の高階スピン場によるW一代数的拡張を自   
由場表示に基づいて研究した（論文33，37，38）。さらに、ハミルトニアン縮約の立場   




（5）量子群   
鈴木は、変形パラメータ曾が1の巾根の場合の非コンパクト量子群坑（β可1，1））の  
ユニタリ最高ウェイト表現を松崎（物理学研究科5年次院生）と共同で調べた（論文   
40〕。この結果は、従来あまり解析されていない非コンパクト量子群の表現論につい   
て新しい知見を与えている。また曾一変形された古典および量子力学を＊一棟を用いて   
構成した（論文41）。  




的に取り扱うモデルを考察し、そこで予言されるヒッグス機構を通してレプトン、   










ンガ一方程式の中で瓦を無限小として扱うことにより古典解を導き、シュレディン   
ガーの猫のパラドックスに対する解答を与えた（論文47）。  




出した   
（論文48）。  
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